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 ラマダン終了。エミラティ児童生徒お疲れ様でした。今年も私は断食に挑戦

しましたが２週目であえなく断念。アブダビの街に響くアザーン、敬虔なムス

リムが参集するそこかしこのモスク、1 日五回の礼拝、天を衝くミナレット。

そんなアブダビの情景に馴染んできた私は、ラマダン明け休日(イードアルフ

ィトル)にふと、ある画家の「祈り」の話を思い出しました。 

デューラーと親友ハンスは、ドイツのニュルンベルクで暮らしていました。    

 若い二人は、とても絵が好きでいつかは有名な画家になりたいと夢を持って

いました。ただ、貧しい二人にとって、それは叶わぬ夢でした。 

 ある日のこと、ハンスは提案します。「どちらかが先に絵の勉強して、もう片方が働いて学費を

稼ぐのはどうかな。先に勉強を終えた者が今度は働いてもう一人の学費を稼ぐんだよ。」デューラ

ーも賛成するのですが、どちらが先に絵の勉強するのか、お互いにゆずりあってまとまりません。  

 するとさらにハンスが、「君の方が絵が上手だから早く勉強が終わるだろう。だから先に勉強し

てくれ。僕が働いて学費を稼ぐから。」ハンスの提案に感謝したデューラーは絵の勉強のため留学

し、イタリアのベネチア美術学校に学びました。その後 1 年が経ち、2 年が経ってもなかなか絵の

勉強は終わりませんでした。 

ハンスからは「気にせず納得するまで勉強してくれ。」と手紙と学費が送られて来ました。 

数年が経ち、デューラーは美術学校を卒業。ベネチアで認められた画家になり、ニュルンベルク

に帰ってきました。 

 久しぶりにハンスと再会したデューラーは、大きなショックを受けました。 

それは、ハンスの手が働きすぎのために、とても絵筆を握れない手になっていたからです。ハン

スは少しでも多くの学費を稼ごうと、鉄工所で重いハンマーを握り働き続けたからでした。 

「僕の成功（幸せ）はハンスの犠牲（不幸）の上にあるのかな。」デューラーは心が痛みました。 

ある日、謝罪の気持ちを伝えようとハンスの家を訪れると、彼が部屋の中で一心に祈っている姿

を見つけます。「デューラーは私のことをとても気にしています。どうか彼が自分を責めないよう

に。彼が私の分の夢も叶えて、偉大な画家になり幸せになってくれますように。」 

 デューラーはハンスの「祈り」に心打たれます。絵筆を握れない変形した手で一心に祈るその姿

を、涙をこらえデッサンし「祈り」の手を描いたのでした。 

世界の 3 大宗教は、キリスト教 イスラム教 仏教。祈りの作法は違えども、祈る姿はみな美し

く、今日も聴こえるアザーンのごとく相手の心を打ち、優しく響き渡ります。 
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← 身体測定 4 月 18 日(月) 日本国内の小中学校ではどこ

も年度当初に身体測定を行っています。本校もこれに準じて保

健室のソジャ看護師や先生方に、身長や体重そして視力等の測

定・記録をしてもらいました。写真は G4 の計測の様子です。 

 

３年ぶり！対面で出会いの

会 着任式 始業式 入学式

を行いました。 

4 月 13 日(水)来賓・保護者

のご参列も頂き、令和 4 年度

がスタートできました。入学

式後の集合記念写真↑と始

業式の様子→です。 

 
 ラマダン集会 

 4 月 15 日(金)にラマダン集会が行われました。今年は久しぶり
に対面で集会を実施することができました。児童生徒は講堂、G4
教室、体育館に分かれ、それぞれの場所でそれぞれの学年に合わ
せた内容で集会を行いました。ラマダン期間中の生活についての
動画を見たり、中学部のエミラティ生徒によるラマダンに関する
説明を聞いたりするなどし、ラマダン期間中に断食やお祈りに取
り組む意義や、断食をしている人への配慮など、イスラム教やイ
スラム文化への理解を深める機会となりました。最後に、「ラマ
ダンカリーム(恵み多い月ラマダン、おめでとう)」と全員で唱和
し、異なる文化の中でお互いを尊重する気持ちを高めました。 

 

 

← 授業参観 4 月 20 日(水) 

 ADEK 規制も緩和され、これ

も 3 年ぶりの授業参観ができま

した。ラマダン期間中でしたが

エミラティ保護者様も含め多数

の参観者が来校されました。 

ありがとうございました。 


